
（別紙３）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 20世帯 （回答者数） 20世帯

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専門職員による専門的な支援を充実させることで、より
ニーズに沿った支援が行っていけるように取り組んでいきま
す。

2

・職員の教室移動や他教室との合同研修なども行っています
ので、お子さまの様子や支援についての情報共有を更に強め
て支援にあたっていきます。

3

・今後も園との連携を密にして、異なる環境下でも子ども達
の成⾧ができるような支援を行っていきます。また、おうち
の方からのご要望にも迅速に対応できるように努めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・おうちの方によっては、交流への抵抗感をお持ちの方もい
らっしゃいます。個人的にご希望される方には、間に入って
お互いの真意等を確認の上、お話を進めさせていただきま
す。

2

・唯一、NDS様とは、防災訓練などでお世話になっています
ので、イベント時の作品をお持ちしたり挨拶に伺ったりして
います。知己の方々や他事業所との交流も検討を考えていき
ます。

3

・おうちの方や相談支援事業所の相談員さんとの連携を深め
て、分からないことはお聞きしていきます。情報のやり取り
は、他の職員とも共有し、全職員でのよりよい支援ができる
ように繋げていきます。

・専門職員を含め職員がそれぞれの強みを活かしながらチー
ムとなってお子さまの支援ににあたらせていただいていま
す。

・必要に応じて、放デイの職員も支援にあたらせていただく
ことで、多角的な視野からの支援にもつなげています。

○事業所名 こぱんはうすさくら 浜松丸塚教室

○保護者評価実施期間 令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・同じ施設の中で放課後等デイサービス事業も行っていま
す。日頃だけでなく、イベント時には交流なども行い、児発
から放デイへのつながりも身近に感じていただけます。

・児童発達支援から放課後等デイサービスへの移行に関し
て、他の事業所を経ることなく、そのまま同じ事業所でのご
利用が可能です。就学先によっては、送迎の都合上、こぱん
はうすさくらの他教室への移動をお願いしてございますが、
大きく変わることのない支援でご利用が可能です。

・幼稚園や保育園、子ども園とは、園への送迎や園訪問を行
うことでより強い連携が可能になっています。

・園への送迎がある所では、園での様子やこぱんでの支援を
先生方と随時お話をしていますので、迅速な対応ができま
す。また、定期的な園訪問に加えて、おうちの方や園からの
ご希望による臨時の園訪問も行っています。場合によって
は、園の先生によるこぱん見学も受け入れさせていただき、
子ども達への支援にあたっています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者会や保護者同士の交流機会がありません。 ・おうちの方が同時に集えるような機会を設定していません
が、親子参加のイベント時には、交流を持てる機会でもあり
ます。

・地域の方々や他事業所との交流の機会がありません。 ・地域の方々や他事業所との両方向からの関りがないのが現
状です。

・関係機関とのやり取りがが少ないこと、情報のやり取りが
施設⾧や児童発達支援管理責任者で限定的なことが挙げられ
ます。

・関係機関とのやり取りは、発達支援検査結果を教えていた
だくなど、おうちの方を介してが主です。個人情報の観点か
らも、踏み込んだ関わりはできません。情報のやり取りに関
しては限定的ではあるものの、情報共有は行っています。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 21 （回答者数） 28

～ 令和8年1月16日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・送迎時を利用して、事業所でのお子様の様子をお伝えする
とともに、保護者様とお話しできる機会を増やし、より身近
な相談窓口として信頼関係を築くことができるよう努めてま

いります。

2

・集団活動の時間を有効に使いながら、今後もコミュニケー
ション形成が行いやすい環境を整えてまいります。

3

・保護者様の困りごとや悩みごとなど必要に応じて、迅速に
学校訪問をおこなえるような協力体制を学校様等ととってい

けるよう環境を整えてまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者様によっては交流に抵抗がある方もおられるため、
慎重に検討してまいります。また、保護者様同席のイベント
時を利用して交流機会を持つことができるような場も模索し

てまいります。

2

・地域の方々との交流機会の創出に向けて交流方法と開かれ
た事業所としてのイベント開催方法も検討してまいります。
他事業所とも連携方法を確認し合えるよう連携を図っていき

ます。

3

・第三者からの外部評価機関と連携方法を検討し、外部評価
を支援の質へと繋げられる体制を整えられるように図ってい

きます。

・保護者会のようなものを設定できておらず、保護者様同士
の交流機会があまりありません。

・イベント時に保護者様にご参加していただき、顔を合わせ
る機会は設けさせていただいておりますが、交流できる機
会、話合えるような機会までは設定できておりません。

・地域の方々や他事業所等との交流機会を持つことが現状で
きておりません。

・他事業所との関わりの機会を持つことができず、交流する
機会を提供できていない現状です。また、地域に関してもイ
ベント等での交流の場を設けられていないため、周知不足な

点もあります。

・第三者機関からの外部評価が足りていない部分がありま
す。

・第三者からの評価機関との連携方法が上手くとりきれてお
らず、支援の質や活動内容の質の向上へ活かしきれていない

現状になっております。

・集団活動の時間と余暇時間のバランスを考えて、放課後に
過ごしやすい環境を整えると共に、小集団での集団活動を通

して集団に慣れやすいよう配慮しております。

・集団が苦手な子でも、職員が一緒に参加するなどして、集
団活動を行うことにより、集団への苦手意識を減らしていけ
るように配慮しております。また、無理に参加してもらうの

ではなく、意思を尊重しながら活動を行っております。

・学校訪問を行わせていただくことにより、利用児童の学校
での悩みごとなどに対する支援を一貫して行えるような環

境、体制を整えております。

・学校に定期的に訪問させていただき、様子を見させていた
だき、担任の先生等とお話を指せていただく場を設けさせて
いただくことによって、利用児童の現状を把握させていただ
くとともに、必要な支援について再検討させていただいてお

ります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者様の送迎のみならず、学校送迎からご自宅までの送
迎を行っておりますので、日々の支援にあたらせていただい
ている職員が送迎を行うことにより、信頼関係も含めて、お

子様の過ごしやすい環境を整えております。

・送迎を行うことにより自家用車をお持ちでない方や事業所
まで来ることが難しい方にも利用しやすい環境を整えており
ます。また、それに伴い、保護者様のれず敗と時間確保もで

きるように努めております。

○事業所名 こぱんはうすさくら 浜松丸塚教室

○保護者評価実施期間 令和8年1月5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


